
日本広報学会

第 11回研究発表大会予稿集

〔統一論題〕

広報コミュニケーション革新への展望

2005年8月6日(土)
10:20-----16:30 

愛・地球博 長久手会場ロータリー館



第11回日本広報学会研賞発表大会プログラム

大会統一Tーマ:広報コミュニケーシヨン革新への展望

-・'I........r'L・ー
H 上野征洋・日本広報学会理事長

L-

10:20 開会挨拶

10.:30 【基調報告〕

「広報学Jは「広報Jしているか一一広報学会の現状と課題 報告者 関谷直也(東京大学大学院)

11:10 【1¥ネルディスカッシヨン]

企業コミュニケーシヨンの現状と課題 司会 重11持 隆(江戸川大学)

パネリスト泉谷直木(アサヒビール)

中井昌幸(トヨタ自動車)

12:40 鈴木均(目本電気)

ru一二 昼食・休憩
【

けコロ】】 一 円

13:30 【指定研究報告]

福祉政策形成における広報(PR)の役割と意義 白石陽子(マチ斗ーjレライフ研究所)

中国広報事情;客家大会の情報発信機能 緒方修(沖縄大学)

14:10 【統一論題報告}

経営環鏡の変化と企業広報活動の変遷 {左桑徹(経済広報センター)

CSRコミ斗ニケーションが企業と社会にもたらす価値方向 宮田 穣(ベネッセ・コ ポレーション)

CCOおよび広報専門職のあり方と人材育成
右橋陽{日経リサーチ)
菅原 正博(宝塚造形芸術大学大学院)

広報効果測定の現状と課題~日本PR協会f広報効果測定
北村親一(日本パフリック・リレーシヨンズ協会)

ワークショッブ」報告より

【自由議題報告]

今だから」そ企業文化を再考する~社内広報現場が抱え
益田伊佐子(寺岡精工)

る7つの悩みのコアとは

決~公告 100年の変化一公告、広告から広報へ 八巻俊雄(東京経済大学)・柳j畢香静(1¥リクローム)

[総括コメント】 清水正道(淑徳大学)

16:30 会場準備

18:00 日本広報学会創立10周年記念国際シンポジウム

20:00 ウエルカムレセプシヨン
~~~ 一』
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